
《日建連表彰2023 第4回土木賞受賞プロジェクト・構造物》　赤谷3号砂防堰堤工事／天ヶ瀬ダム再開発トンネル減勢池部建設工事 （Ⅰ期～Ⅲ期）／五十里ダム施
設改良工事・五十里ダム 取水放流設備新設工事／環2地下トンネル（仮称）及び築地換気所（仮称） ほか築造工事（27－一環2築地工区）／北大阪急行線の
延伸事業のうち土木工事／ JR飯田橋駅ホーム移設事業／多摩川スカイブリッジ／中央自動車道上田川橋の床版取替え／北陸新幹線　福井開発高架橋建設プ
ロジェクト／陸前高田市震災復興事業の工事施工等に関する一体的業務／【特別賞】廣野ゴルフ倶楽部コース改修工事／【特別賞】芽登第二発電所 導水路改
造プロジェクト

土木賞は、募集の前年末までに概ね竣工した土木分野のプロジェクト・構造物を対象に、事業企画、計画・設計、施工、及び維持管理などに
関する総合評価により選考を行います。選考に当たり、特に、施工プロセスの視点（施工プロセスの改善、良質な社会資本の効率的創出、土木
技術の発展・伝承など）を重視しています。

　
二
〇
一
一
年
九
月
、台
風
一
二
号
に

よ
っ
て
奈
良
県
赤
谷
地
区
で
戦
後
最
大

級
の
斜
面
崩
壊
災
害
が
発
生
し
た
。本
工

事
は
、下
流
域
の
安
全
確
保
を
目
的
と
し

て
実
施
し
た
大
規
模
な
砂
防
事
業
に
際

し
て
、斜
面
再
崩
壊
の
危
険
性
が
あ
る
立

入
禁
止
区
域
に
お
け
る
砂
防
堰
堤
築
造

工
事
を
、新
た
に
開
発
し
た
自
動
化
施
工

技
術
を
駆
使
し
て
安
全
性
確
保
と
迅
速

な
施
工
を
両
立
し
て
成
し
遂
げ
た
も
の

で
あ
る
。

　
同
地
区
で
は
最
初
の
斜
面
深
層
崩
壊

（
推
定
崩
壊
土
砂
量
一
、一
三
八
万
立

方
㍍
）の
後
、三
回
の
斜
面
再
崩
壊（
約

一
〇
～
七
六
万
立
方
㍍
）が
繰
り
返
さ

れ
て
お
り
、砂
防
堰
堤
の
施
工
箇
所
と
な

る
危
険
な
崩
落
斜
面
直
下
に
は
、人
が
立

ち
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、工
事
を
進
め
る

う
え
で
無
人
化
施
工
の
導
入
が
必
須
条

件
と
な
っ
た
。

　
無
人
化
施
工
の
実
現
に
向
け
て
、重
機

施
工
面
で
は
遠
隔
操
作
施
工
技
術
に
加

え
て
新
た
に
開
発
し
た
自
動
化
技
術
を

付
加
す
る
と
と
も
に
、堰
堤
設
計
面
で
は

Ｅ
Ｃ
Ｉ
技
術
協
力
業
務
を
通
じ
て
、発
注

者
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、施
工
者
が
技
術

力
を
結
集
し
、堰
堤
構
造
自
体
を
自
動

化
施
工
に
適
す
る
形
式
に
変
更
す
る
こ

と
で
、課
題
解
決
を
図
っ
た
。

　
砂
防
堰
堤
の
施
工
は
、バ
ッ
ク
ホ
ウ
に

よ
る
自
動
化
施
工
で
下
流
側
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
、そ
の
背
面

に
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
・
振

動
ロ
ー
ラ
の
自
動
化
施
工
で
敷
均
し
・

転
圧
、ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
背
面
の
土
砂
型

枠
や
埋
め
戻
し
は
遠
隔
操
作
で
行
っ
た
。

　
特
に
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
自
動
化
施
工

に
お
い
て
は
、遠
隔
操
作
施
工
に
比
べ
て

施
工
ス
ピ
ー
ド
の
四
〇
％
向
上
を
実
現

し
、有
人
施
工
と
ほ
ぼ
同
等
の
生
産
性
を

確
保
で
き
た
。ま
た
、遠
隔
操
作
で
ソ
イ

ル
セ
メ
ン
ト
Ｒ
Ｉ
密
度
測
定
を
行
い
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
出
来
形
測
定
も

自
動
化
す
る
な
ど
、遠
隔
操
作
に
よ
る
品

質
・
出
来
形
管
理
技
術
も
確
立
し
た
。

　
立
入
規
制
区
域
外
に
設
置
し
た
管
制

室
か
ら
す
べ
て
の
作
業
を
実
施
し
工
事

の
安
全
確
保
と
施
工
効
率
化
の
両
立
を

実
現
し
た
取
組
み
は
、頻
発
す
る
災
害
対

応
や
建
設
Ｄ
Ｘ
推
進
に
大
き
く
貢
献
す

る
も
の
で
あ
り
、日
建
連
表
彰
土
木
賞
に

値
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

受
賞
理
由

赤谷3号砂防堰堤工事　概要
● 所　在　地　奈良県五條市大塔町清水地先
● 施設管理者　国土交通省近畿地方整備局紀伊山系砂防事務所、同局大規模土砂災害対策技術センター
● 設　計　者　㈱エイト日本技術開発、協和設計㈱
● 施　工　者　鹿島建設㈱
● 関　係　者　㈱冨島建設、西尾レントオール㈱、カジマメカトロエンジニアリング㈱、大興物産㈱、
	 ランデス㈱、㈱フィールドテック、㈱ニコン・トリンブル、㈱NTJジオテックス
● 着　工　日　2020年2月1日
● 竣　工　日　2023年3月20日

1. 深層崩壊後現場近景　　2. ブロック自動化施工操作画面
3. ソイルセメント自動化施工状況

44

詳細や他の写真などは
左記の二次元コードから
Webページにアクセスしてご覧ください。
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